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 2013 年 3 月 24 日大阪市の鶴橋のコリアタウンで日本人の女子中学生一人がその周辺

の在日韓国・朝鮮人に「死んで欲しい！いつまでも調子に乗っとったら、南京大虐殺じ

ゃなくて、鶴橋大虐殺を実行しますよ！」と拡声器で宣言した(kotoku 2013)。記者の

安田浩一によると彼女は親と同じく「在日特権を許さない市民の会」（在特会）に参加

していたという(Penney 2013)。この団体は 2009 年 12 月から 2010 年 3 月にかけて朝鮮

学校の周辺で上記の同じような街宣活動を行い、「犯罪者に教育された子ども」や「朝

鮮半島へ帰れ」などと学生に言った。京都地裁はその行動は人種差別だと認めて賠償を

命じ、日本初のヘイトスピーチ禁止判決となったと朝日新聞では報じられた。 

 一般的に和を守るのが日本の国民性だと言われているが、何故日本人の一部は上記の

ような過激な言葉を言うのだろうか。在特会はどのような団体で、何を考え、何をしよ

うとしているのだろうか。何故彼らは在日韓国・朝鮮人への激しい憎しみを持つように

なったのだろうか。またどのようにヘイトスピーチに抵抗すればいいのだろうか。本稿

ではこれらの質問の答えを考察する。 

 会計士の桜井誠(仮名)はアメリカの「Tea Party」という運動に感化され、2006 年に

在特会を設立した(Fackler 2010)。団体のウェブサイトによると今年の 11 月の時点で

は会員数は約 13,000 人である(米田 2013)。在特会は在日韓国・朝鮮人の特別永住資

格・生活保護優遇・通名利用という「在日特権」を批判し、街宣やインターネットでの

宣伝などの活動をしている。但し、特別永住資格は第二次世界大戦中の在日韓国・朝鮮

人や台湾人にしか与えられない在留資格であり、在日韓国・朝鮮人に生活保護や通名利



用の特別な権利を与える法案もない(朝日新聞)。従って、在特会は特権に反対するので

はなく、ただ在日韓国・朝鮮人に対して嫌悪を表現していると見なせるだろう。 

 在特会は街頭活動の過激さでよく知られているが、樋口(2012)は会員は大体ホワイト

カラーや自営業者で経済的には不自由がなく、学歴は低くない人々だと指摘している。

そもそも彼らは外国人への嫌悪を持たなかったが、周辺国との問題を意識し、愛国心が

湧いた。そしてインターネットで在特会の存在を知り、参加してみることにしたという。

しかし、結局その普通の人達は在日韓国・朝鮮人に凶暴な憎悪表現が出来る、または許

されるようになってしまった。Murai(2012)はその理由はグループで集まるからである

と述べている。会員はグループの一員として認められるように、自分の考え方を多くの

人の考え方に合わせる。グループの考え方が「善」であり、それと違う物は「悪」だと

信じ込めば、思考や行動が過激になりやすくなる。このようにして在特会の会員は上記

のような残酷な言葉を言えるようになったと考えられる。 

 在特会のイデオロギーは根拠のないデマにもとづく極端な右翼的思想であることにも

かかわらず、インターネット、特に「ニコニコ動画」という日本最大の動画投稿サイト

で蔓延している(Murai 2012)。この現象は日本のネット利用者が右翼的思考を持つ傾向

があることの一例だと指摘されている。特にニコニコ動画の「政治」のカテゴリーの動

画のランキングの中では 92.8%の動画が右翼的思考を表現しているという。Murai によ

るとニコニコ動画のようなサイトは極端なイデオロギーの普及、または新しいメンバー

を勧誘するのには最適であると述べている。その理由の一つは利用者は大体影響を受け

やすい若者であること。二つ目は右翼団体は沢山動画を投稿し、団体の考え方が多くの

利用者に認められている雰囲気が作れること。三つ目は投稿者は匿名で、自分が過激派



の団体に参加していることを隠せること。また在特会の会員は他の右翼的なネット利用

者（ネット右翼）と同じく、政府や主流のマスコミからの通常の情報を否定し、彼らの

イデオロギーに沿ってネットにある情報しか信じないと指摘されている(Murai 2012, 

Sakamoto 2011)。つまり、彼らはインターネットを利用して団体と共に自らの誤った思

考を強化しているのである。 

 京都地裁の判断は過激なデモ活動への抑止に至る物にはなるが、以上のことから在特

会のような極右団体がネット上で大声を上げて活動出来る限り、韓国・朝鮮人への憎悪

表現は薄れないであろう。従って、京都地裁の判断は言論の自由の保護の妨げになる上

に、本当の問題の解決にも貢献していない。そうかと言ってサイト運営で極右的な宣伝

を禁じることも言論の自由の妨害になる。ゆえにヘイトスピーチは少数派の人の行動で

ある上に、断じて許されないと言う趣旨のカウンタースピーチが必要だと思う。オフラ

インでは「OSAKA AGAINT RACISM」(西岡 2013)のようなカウンター活動が行われ始めた

のは喜ばしい展開だが、強いオンラインでのカウンター活動が存在しないのは心配点で

ある。 

 以上、在日韓国・朝鮮人への憎悪表現の問題の原因と対策を見てきた。この問題は、

人がグループで集まり、外部の人の意見を聞かずに、自らの誤った志向や行動を極端化

するどの社会、時代でもある問題であることが分かる。これに抵抗するのには強いカウ

ンタースピーチが必要であろう。但し極端なイデオロギーは今オンラインで蔓延してい

るため、今までのオフラインでのカウンター活動だけは足りないと考えられる。どのよ

うにオンラインでカウンター活動を行うべきかが今後の課題である。 
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